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究所機構・東京工業大学作成の『日本語話し言葉コーパス（The Corpus of Spontaneous Japanese）』（以






（1）  日本語の受身文，具体的な例文は資料に載せましたが，には二つのタイプがあります。 
 （舩橋 2011: 106）
　注釈挿入は，発話の本線を維持する行為（メイン・アクティビティー，以下，MAとする）か
ら一時的にはずれ，サイド・アクティビティー（以下，SAとする）として補足的な説明を行う



























　データは，韓国国内開催の学術大会（日本語関連の 1大会，地理学関連の 1大会 1の計 2大会）
において筆者が独自に収集した韓国語による口頭発表 9発表（総時間数約 2時間 46分）の音声デー
タ 2とその文字起こしデータ（スクリプト）である。データの詳細は表 2の通りである。韓国語
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表 2　韓国語口頭発表データの詳細
日本語関連大会 地理学関連大会
話者 時間（分.秒） 日本語発表経験4 話者 時間（分.秒） 日本語発表経験
A 20.31 あ　り E 18.27 あ　り
B 18.15 あ　り F 14.47 な　し
C 16.05 な　し G 11.37 な　し








（2）  그 다음에는 국내에서 일본국내죠 일본 국내에서 팀티칭한 거에 대해서 어떻게 생각하는지
 （話者 A）
   「その次には国内で，日本国内ですね，日本国内でティームティーチングしたことについ
てどう思うか」5
（3）  음 실제대화에 나타난 여기 실제대화는 사회인 첫대면 대화 입니다만 실제대화에 나타난 
とか의 담화상의 기능은 （話者 D）








（4）  요 부분 제일 마지막에 있는 부분 아이부분이 双方向的意識化活動の評価 라고 해서
 （話者 B）
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（5）  그러나 이 연담도시는 어 특히 전동적 전통적인 연담도시는 （話者 F）

































（13）入ってきた 途端に（ショーケース｜｜ドーナツの ショーケース）を 見て
R5：別表現への言い換え （14）（起床は｜（F あのー）｜朝 起きるのは）二時から 三時ぐらいで
丸山（2008: 126–130）をもとに筆者が作成
6 「（F ）」で囲まれた要素はフィラー，「（D ）」は語断片，「（D2 ）」は言い直された助詞に相当し，すべて
CSJの転記テキストによるものである。
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　つぎに，韓国語の言い直しである。韓国語の言い直しでは，3.1.2の音声データとスクリプト




















A B C D 小計 E F G H I 小計
R1 10 6 1 4 21 11 7 0 3 5 26 47





















R4 3 1 0 6 10 4 5 1 6 2 18 28




























































名詞から  61（29.3%） 16（94.1%）












































言語形式 な　し 語断片，フィラー 14 実質語 15
言語的手段 名詞から 助詞のみ 名詞から 助詞のみ 名詞から 助詞のみ
出現数 16（13.9%） 99（86.1%） 26（36.1%） 46（63.9%） 19（90.5%） 2（9.5%）
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表 8　中断部の言語形式からみた言語的手段の出現状況（韓国語）
言語形式 な　し 語断片，フィラー 実質語
言語的手段 名詞から 助詞のみ 名詞から 助詞のみ 名詞から 助詞のみ
出現数 11（91.7%） 1（8.3%） 2（100.0%） 0（0.0%） 3（100.0%） 0（0.0%）




















主格 が ka/i （가 / 이）
対格 を lul/ul （를 / 을）
向格 に，へ lo/ulo （로 / 으로）
具格 で lo/ulo （로 / 으로）

























（21）  도시의 그 일반인들을 의 삶을 주제로 다루기 시각한 거는 （話者H）









（22）  01 M： そやから：　あのう：　もし
   02    六時半やったやんな：
   03 H： うん。
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Japanese-Korean Contrastive Analysis Based on Repair Strategies  
in Oral Presentation: In Light of Japanese Language Education
FUNAHASHI Mizuki
Gunma University / Project Collaborator, NINJAL [–2014.09]
Abstract
This paper examines the language in repair (annotation insertion and self-repair) in Japanese and 
Korean oral presentations and confirms different verbal measures used to realize these repairs. 
The self-repair of particles, which is one of the representative self-repairs, implies the possibility 
that the selected verbal measures are associated with differences in the agglutination degree of 
the particles and nouns. Further, it is shown that in Japanese, in which the agglutination degree 
of the particles and nouns is low, these are connected with the start position of the self-repair. In 
most approaches used in conventional contrastive analysis, the elements in the language system 
are assumed as units for comparison; however, I believe that approaches involving the selection of 
verbal measures for specific language actions are also needed in contrastive analysis for Japanese 
language education.
Key words:  selection of verbal measure, agglutination degree of particles and nouns, annotation 
insertion, self-repair
